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テ ー マ：

①<手段別意見応募件数>（意見件数を記入してください。応募者数は（ ）書きしてください。）

(記入例：１人が提出したものに３つの意見が記載されていた場合 ３（１）と記してください。)

郵便 ファックス 電子メール
県民課・
県民局へ

その他の
方法

計

３（１） １（１） ２０（１５） ０（０） ０（０） ２４（１７）

②＜応募意見の政策案等への反映状況＞

対応状況 件数

政策戦略事業策定に
反映した（一部のみ
反映したものを含
む）

４

既に一般事業に盛り
込んでいる

２

今後の検討課題とす
る

４

対応困難 ３

その他（個別の要
望、施策体系外の意
見）

１１

計 ２４

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民課等での

縦覧等
広報誌等への

掲 載
その他

○ ○

○他県を圧倒するレベルでの企業誘致策、他県に勝る「明確」なメリットがが必要。
○東部地区県民に湖山池の水門開放の是非を問うてください。
○県内企業を紹介するときいつも同じような企業、あるいは商品の紹介になっていると思う。あまり知ら
れていなくても優れた商品や技術を持つ企業がまだまだあると思うので、県職員の皆さんはどんどん現場
に足を運んでそういった企業を発掘、紹介して欲しい。
○『環境・観光・地域活性化』について、都会にはない『自然』溢れる 美しい県『鳥取県』 『山陰』
を県外にアピールしてはどうか。

○子育て王国鳥取県の建国に向けて、子育て王国とっとりプランとの整合性を図るべき。
○「子育て王国とっとりの実現」は「人口減社会への対応」の１つではないか。
○環境大学にスポーツ学科を新設し、優秀な選手を育成する。
○皆生の遊歩道や防波堤にブラックライトで浮かびあがる妖怪の絵を描き、泊まりたくなる仕掛けをつく
る。
○これからの企業の社会的価値とマーケティングを考えると、企業の存続と発展にはソーシャル・イノ
ベーションが不可欠。社会的価値を事業性として考える必要がある。
○「地方主権への対応」とテーマをおいて、「県下3市への統合と権限委譲、」といった課題を設定するべ
きです。
○小さな予算事業をカテゴリーで括った印象。事業効果の検証もない。
○マンガ王国、B級グルメは政策項目として挙げられていることに違和感を感じる。
○商店街振興について、地元商店街と意思疎通して政策に移してほしい。
○田舎のＰＲを是非高めて頂いて住んでもらいたいです。
○県主催のイベントのボランティアは、もっと部落単位でＰＲし、バス送迎、弁当付き等だと増えると思
う。

○ジュニアから成年期につながる一貫指導体制の構築をすることで、オリンピックや国体を始めとする各
種全国大会等で活躍できる選手を多く輩出し、競技力向上につなげる。
○子育ての経済的、精神的な負担感を軽減が必要。県に子育て支援センターを設置し、子育て支援をワン
ストップサービスで対応させる。
○「国際化への対応」とテーマを設定して、「県民が全員英語を話し、30歳以下はトイック（TOEIC）700
目標」はどうでしょう。

○何も無いことを逆手に取った事を売り物にする。農山村、中山間部に終末医療施設、静かな余生での生
活を希望される人達の有料老人ホームや一戸建て貸家等のエリアを構築し、空気の綺麗な静かな環境を提
供する。中間部に総合的な医療施設を造り、先進医療県を目指すことで県外からもよりよい医療を求める
人達が流入してくる。
○中間部に総合的な医療施設を造り、先進医療県を目指す。ゆったりと老後を満喫できる環境や設備を提
供し、胸を張って威張れる全国一の老人県を目指してみる。
○皆生温泉に妖怪の絵を描き、皆生温泉の宿泊客を増やす。
○兵庫北部の人々や、兵庫北部を訪れる人に鳥取空港を利用しやすいよう環境を整え、売り込む。

○教育・人づくりという考えを若者に限らず、中高年にまで広げ、定年になっても働ける環境整備をす
る。生涯学習について、企業の人づくりを促進させる。
○町の教育委員会主催か県主催で、４０代、５０代以上を主体とした婚活イベントをしてはどうか。

パブリックコメント実施結果報告書

平成23年3月10日

主 な 意 見

県政推進課

能登 晶子

0857-26-7644

※その他方法の例：意見交換会、電話、イベント等

立ち向かうべき大きな政策テーマについて

※その他の例：審議会報告等

他の公表方法として該当するものに○を付してください。

③＜意見募集結果概要書を、1部添付してください。＞
→とりネットのパブコメページ・
県庁ロビー掲示板で公表します。
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